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地域人材育成事業協議会について 

 

平成 23 年 4 月より、堺経営者協会、南大阪地域大学コンソーシアム、堺市は「堺・南大阪地域

インターンシップ等推進協議会」を設立し、インターンシップ事業を進めてきましたが、令和 5

年度に南大阪地域大学コンソーシアムが大学コンソーシアム大阪と統合することに伴い、インタ

ーンシップ等事業を終了することとしました。令和 6 年 4 月、堺経営者協会と堺市の 2 者による

協議会として「地域人材育成事業協議会」と改称し、新たに学生と企業をつなぐ交流会事業を開

始しました。本年度は、その取組の 2 年目となります。 

 

１．協議会名 地域人材育成事業協議会 

 

２．目的   堺・南大阪地域を中心とした企業・団体・自治体等の協力を得て、 

     若者の人材育成及び市内企業等の人材確保に寄与することを目的とする。 

 

３．実施主体 堺市 

       堺経営者協会 

 

４．事業内容 ①市内企業へのインターンシップ関連情報の周知 

       ②学生と企業の交流会 
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事業内容① インターンシップ関連情報を市内企業等へ周知 

 

「堺・南大阪地域インターンシップ等推進協議会」のインターンシップ等事業を終了したことから、 

大学コンソーシアム大阪の「就業体験型プログラム」を南大阪の企業・団体に周知する。 

 

1. 実施方法 

大学コンソーシアム大阪と連携し、これまで当協議会のインターンシップ等事業に参加していた企

業・団体及び市内企業を含む南大阪地域の企業・団体などに向けて大学コンソーシアム大阪の「就業

体験型プログラム」をメルマガ等の媒体を活用し周知を行いました。 

 

2. 大学コンソーシアム大阪の「就業体験型プログラム」のエントリー企業・団体のうち、当協議

会のインターンシップ等事業に参加していた企業・団体の参加・受入状況 

 

企業・団体名 実習者数 企業・団体名 実習者数 

和泉市役所 1 ㈱サカイ引越センター 1 

大阪信用金庫 10 高石市役所 2 

貝塚市役所 1 ㈱トレス 1 

㈱グルメ杵屋 1 ビーイングホールディングス㈱ 2 

堺市役所 0 社会医療法人ペガサス 1 

堺市立中央図書館 1 ㈱箭木木工所 0 
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事業内容② 学生と企業の交流会 

 

1． 業務概要 

 本事業は、堺市内の企業と大学生がリラックスした環境の中で交流を深めることを目的とした交

流会です。従来の堅苦しい形式のイベントとは異なり、フランクな雰囲気の中でコミュニケーショ

ンを図り、互いの価値観や考え方に触れ合う機会を提供しました。 

 

2． 業務目的 

 堺市内の企業と大学生が出会う機会を提供し、学生のキャリア支援を行うとともに、次世代の人

材育成や企業の人材確保に貢献することを目的としています。 

 

3． 業務の進行 

⑴ 企画・立案業務 

「激論！それ正解グランプリ」は、企業と学生がフラットな立場で価値観を共有し、相互理

解を深めることを目的とした企画です。 

テレビ番組「リンカーン 朝までそれ正解」の形式を参考に、双方向のコミュニケーション

を促進しました。ディスカッションを通じて、多様な意見を尊重しながら最適解を導くプロセ

スを体験し、学生にとっては社会人基礎力および論理的思考力の向上につながる機会となりま

した。また、企業にとっても、若者の価値観や考え方を直接知る貴重な機会となり、今後の採

用活動や人材育成方針を検討するうえで有益な示唆を得る場となりました。 

⑵ 周知広報・参加者募集 

SNS（Instagram）を活用して交流会の趣旨や参加企業の魅力を発信し、大学生に向けて情報

提供を行いました。あわせて、より幅広い学生へ情報を届けるため、大学への直接訪問や個別 

アプローチによる広報活動も実施しました。 

具体的には、龍谷大学（7 月 14 日）および、桃山学院大学（7 月 28 日）にて、学生に向け

たチラシ配布および対面での案内を行いました。 

また、以下の大学に対して電話による参加案内を実施し、交流会への参加を広く呼びかけま

した。 

 

《電話で案内した大学》 

大阪経済大学    羽衣国際大学 

大阪大谷大学    阪南大学 

堺女子短期大学   桃山学院大学 

四天王寺大学    和歌山大学 
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さらに、7 月 13 日に開催された「さかい学生＆若者応援 DAY」においては、来場した学生

へ積極的にチラシ配布や事業説明を行い、イベントの認知向上と集客に努めました。 

これらの取組により、SNS だけでは届きにくい学生層にも広報を行うことができ、結果とし

て参加者数の増加に寄与しました。 

⑶ 当日運営スタッフ確保・イベント運営 

 交流会当日は、司会進行 1 名と運営サポートスタッフ 3 名を配置し、各セッションの円滑な

進行を支援しました。また、事前にタイムテーブルを共有し、スムーズなイベント運営を実現

しました。 

⑷ 問い合わせ・申込受付対応 

メールおよび電話での問い合わせ対応に加え、オンラインフォームを活用して効率的な参加

申込受付を行いました。 

⑸ アンケートの実施 

詳細は別紙にて記載しております。 

⑹ 関係機関との連携 

「さかい JOB ステーション」と連携し、交流会終了後には、参加学生に対して仮会員登録の

案内を行うとともに、施設案内を実施しました。 

これにより、希望する学生が継続的にキャリア相談や就職支援サービスを利用できる環境整

備を支援しました。 

⑺ その他 

交流会参加企業の情報を、SNS（Instagram）を活用して大学生向けに発信しました。 

今回は、各企業への事前アンケートの回答内容を反映し、複数枚の画像を作成しました（下

記参照）。 

・どんな人がこの会社で活躍していますか？ 

・この会社で働くと、どんなスキルや経験が身につきますか？ 

・働く環境や雰囲気はどんな感じですか？ 

・この会社ならではの魅力や特徴は？ 

・新卒・若手でも活躍できるチャンスはありますか？ 

それぞれの投稿には、回答内容とともに企業の雰囲気が伝わる写真を掲載し、学生が企業の

イメージをより具体的に持てるよう工夫しました。 
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4．開催実績 

⑴ 第一回目 

日 時：令和 7 年 8 月 4 日(月)  13:30～16:30 

会 場：堺市産業振興センター 4F セミナー室 5 

参加者：学生 9 名、企業 3 社 

（大阪第一交通株式会社、株式会社阪南ビジネスマシン、森田化学工業株式会社） 

事前の申込学生数は 13 名でしたが、当日の参加者は 9 名（前日までに 3 名キャン

セル、当日 1 名キャンセル）となりました。 

キャンセル理由としては、体調不良や当日連絡が取れないなど、急な事情によるも

のが多く、事前の対処が難しいケースが見られました。 

結 果： 交流会では、参加者同士がリラックスして会話できるよう、アイスブレイクとして

以下の項目をもとに自己紹介を実施しました。 

1．氏名 

2．年齢 

3．通っている学校名 

4．企業選びで重視するポイント 

5．100 万円もらったら何をするか 

自己紹介後は、「激論！それ正解グランプリ」と題し、以下の 3 つのテーマでグル

ープディスカッションを行いました。 

お題①：「給料？やりがい？それ以外？」 

お題②：「理想の上司になくてはならない要素は？」 

お題③：「働く上で一番大切にしていること・大切にしたいこと」 

いずれのテーマにおいても、学生と企業が互いの考えを率直に共有し、価値観の違

いや共通点を発見する場となりました。 

また、交流会終了後のフリータイムでは、Web サービス「Slido（スライドゥー）」

を活用し、企業が学生に聞きたい質問や、学生が企業に聞きたい内容を匿名で投稿・

回答できる仕組みを導入しました。 

これにより、対面では聞きにくい質問や率直な意見交換が促され、より双方向性の

高いコミュニケーションが実現しました。 

 

⑵ 第二回目 

日 時：令和 7 年 9 月 9 日(火)  13:30～16:30 

会 場：堺市産業振興センター 4F セミナー室 5 

参加者：学生 13 名、企業 3 社 

（ケイ・エイチ工業株式会社、ショウヨウ株式会社、株式会社ダイネツ） 

前回の交流会で発生した学生の事前キャンセルへの対策として、今回はより多く
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の学生を集客し（事前申込者数 18 名）、前日にもリマインドのアナウンスを行うな

ど、参加意欲を維持する工夫を行いました。 

その結果、当日は 13 名（前日までに 4 名キャンセル、当日 1 名キャンセル）の学

生が参加し、企業担当者との間で十分な交流を図ることができました。 

結 果： 当日のプログラムは、前回の好評だった構成を踏襲しつつ、一部内容をブラッシュ

アップして実施しました。 

アイスブレイクでは、ボードゲーム 「ITO」 を用い、学生同士が互いに親しみや

すいテーマをもとに会話を深め、場の雰囲気を和らげることができました。 

続いて行われた「激論！それ正解グランプリ」では、仕事観や職場環境に関するテ

ーマをもとに、学生と企業がフラットな立場で意見を交わし、互いの価値観を共有し

ました。 

企業からは「学生の率直な考え方を知ることができた」、学生からは「社会人のリ

アルな視点を聞けて参考になった」との声が寄せられ、双方にとって有意義な交流の

場となりました。 

また、終了後のフリータイムでは、Web サービス「Slido（スライドゥー）」を活用

し、匿名での質問や意見交換を実施しました。 

対面では聞きにくい質問も気軽に投稿できる仕組みにより、より双方向で実りあ

るコミュニケーションを促進することができました。 

 

5. 参加大学一覧 

大阪電気通信大学 

関西学院大学 

関西大学 

関西医療学園専門学校 

甲南大学 

神戸学院大学 

堺工科高等学校 

同志社大学 

羽衣国際大学 

桃山学院大学 

龍谷大学 
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6. 業務の成果と振り返り 

⑴ 成果 

 「激論！それ正解グランプリ」では、学生と企業がフラットな立場でディスカッションを行

い、互いの価値観を共有しました。学生からは「社会人のリアルな考えを聞くことができた」

「今回のようなフランクな雰囲気が良かった」「人柄を知れる機会になった」といった肯定的な

意見が多く寄せられ、企画の有意義さが伺えました。 

また、企業側からも「学生がしっかりとした意見を持っており刺激を受けた」「ゲーム形式の

ディスカッションが有意義だった」「設問内容が良かった」といった評価が得られました。さら

に「リアル開催が良い」「もう少しゆっくり話したい」など、今後の改善に向けた建設的な意見

も寄せられました。 

SNS（Instagram）を活用した企業紹介では、事前アンケートをもとに「どんな人が活躍して

いるか」「どのようなスキルが身につくか」「職場の雰囲気」「企業の魅力」「若手の活躍機会」

といった質問の回答内容を投稿に反映しました。写真とあわせて発信することで、学生が企業

の姿を具体的にイメージしやすい構成としました。 

これらの取組により、学生にとっては社会人基礎力や論理的思考力を育む機会となり、企業

にとっても若者の価値観や考え方を理解する貴重な場となりました。 

⑵ 振り返り 

 全体として、学生・企業の双方から高い満足度が得られましたが、引き続き参加人数の安定

確保が課題として残りました。体調不良や急なキャンセルなどへの対応は難しいため、今後は

継続的なアナウンスやフォロー体制をさらに整備していく必要があります。 

また、学生アンケートでは、開催場所について「大阪市内での開催を希望する」声が多く寄

せられました。今後の会場選定における重要な検討ポイントとなります。 

加えて、一部の企業からは「もう少し時間をかけて話したい」との意見があったため、次回

はグループ構成やタイムスケジュールを見直し、より深いコミュニケーションが促進できる進

行方法の検討が必要です。また、会場内での音響面（マイク音量など）に関する指摘もあり、

運営環境の改善も課題として挙げられます。 

今後は、これらの成果と課題を踏まえ、より多くの学生・企業が参加しやすく、相互理解を

一層深められる交流会をめざして運営を進化させていきます。 
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7. 開催風景 

⑴ 第一回目 

   

⑵ 第二回目 
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2025 年 8 月度 学生アンケート結果 

 

02.ゲーム感覚で楽しく交流するディスカッション企画について、どの程度有意義だと感じましたか？ 
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      05.希望する交流の方法について 希望する交流の方法はありますか？ 

・今の方式がベストだと感じました。 

・マイナビ 

・特になし 

・特にはありません。 

・フランクな雰囲気で 1 対 1 で話せるような交流方法。 

・自分の就職活動のプランや行動について、働きたい働き方などについて社会人としての意見をお伺いしたいと 

思いました。 

・任せる 

・なし 
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   11.希望する業種について イベントに参加してほしい業種を教えてください。 

・どの業種でも歓迎です！ 

・商社、金融 

・航空会社、旅行会社 
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15.改善点 今回のイベントで改善してほしい点や、次回開催時に希望する点があればご記入ください。 

・企業を 5 個ぐらいに増やしても良いと思った 

・企業さんのぶっちゃけであったり、うちの会社になったらこういうものを経験できるなどそういうお話を聞きたい！ 
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2025 年 8 月度 企業アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

02.ゲーム感覚で楽しく交流するディスカッション企画について、どの程度有意義だと感じましたか？ 
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05.希望する交流の方法について 希望する交流の方法はありますか？ 

・もう少しゆっくりとじっくりと 

・特になし。今回の方式で良かったと感じております。 

・理系に特化したイベント 

・今回のようなリアル開催 

 

 

 

 

 

 



16 
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12.改善点 今回のイベントで改善してほしい点や、次回開催時に希望する点があればご記入ください。 

・とても有意義な時間でした。設問内容が良かったと思います。もう少しゆっくりとじっくりとお話を聞けたらと思いまし

た 

・本日は大変お世話になりました。 
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 2025 年 9 月度 学生アンケート結果 

 

02.ゲーム感覚で楽しく交流するディスカッション企画について、どの程度有意義だと感じましたか？ 

 

 

  

7.7% 

% 
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05.希望する交流の方法について 希望する交流の方法はありますか？ 

・特になし 

・今回のようなフランクな雰囲気の交流 

・今回と同じような感じ 

・ラフな感じで堅苦しくない感じ。 

・今日のようにフランクに接せる機会はとてもいいなと感じました。 

・特になし 

・特に無いです。 

・今回のように楽しく企業さんと話して人柄を知れる交流がいい 

・食事会 

・特にない 

・対面 

・オンラインもあれば是非 
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11.希望する業種について イベントに参加してほしい業種を教えてください。 

・金融業界 

・まだ分からない 

・人材系 

・広告 

・コンサルタント 

・ゲーム 

・メーカー（飲料） 

7.7% 

% 
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15.改善点 今回のイベントで改善してほしい点や、次回開催時に希望する点があればご記入ください。 

・1 から作り上げた会社の方が来てほしい 

7.7% 

7.7% 
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2025 年 9 月度 企業アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

02.ゲーム感覚で楽しく交流するディスカッション企画について、どの程度有意義だと感じましたか？ 
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05.希望する交流の方法について 希望する交流の方法はありますか？ 

・なし 

・何でも OK です！ 

・ゲーム交流 

・もう少し個人で話したかった。みなさんしっかりした意見や考えを持っているので。 

・対面が良いです 
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12.改善点 今回のイベントで改善してほしい点や、次回開催時に希望する点があればご記入ください。 

・マイクの音が大きくて学生の話が全然きこえなかった 

・話し合いの最中は、何も話さないでいただきたかった 

・タイムカウントも会場が小さいので マイクなしで OK です 


